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夢
へ
の
挑
戦



職場体験

い
つ
も
の
教
室
を
飛
び
出
し
て

役場広報担当として仕事を体験！！

　

矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

に
て
広
報
の
仕
事
を
体
験
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
矢
祭

中
学
校
２
年
生
の
隠
田
友
和

く
ん
。
「
矢
祭
町
に
住
む
人

の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
の

が
役
場
を
職
場
体
験
先
に
選

ん
だ
理
由
で
す
」
と
話
す
隠

田
く
ん
が
体
験
し
た
広
報
担

当
の
仕
事
内
容
を
ま
と
め
ま

し
た
。

　まずは、広報の発送作業という　まずは、広報の発送作業という

ことで袋詰めを体験。町の情報をことで袋詰めを体験。町の情報を

町外に発信する発送作業も広報の町外に発信する発送作業も広報の

重要な仕事です。　　　　　　　重要な仕事です。　　　　　　　

　いよいよ取材！職場体験をして

いる同級生にインタビューと写真

を撮らせてもらいました。どんな

ことを聞いたらいいか大変でした

がうまくまとまりました。　　　

　次は、取材…の前に簡単な写真

講座を学びました。植物の撮り方

や迫力を出すための撮り方、人物

の撮り方などを学びました。　　

　役場に戻り、撮影した写真、イ

ンタビュー内容を整理し、より見

やすい広報誌のためにレイアウト

づくりについて学びました。　　

①②

③④

山村開発センター山村開発センター
子育てミーティング託児にて子育てミーティング託児にて

矢
祭
中
学
校
で
は
９
月
10
日
〜
11
日
、
町
内
22
事
業
所

に
お
い
て
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

普
段
は
机
と
向
き
合
っ
て
勉
強
す
る
毎
日
の
子
ど
も
た

ち
が
、
地
域
の
職
場
に
出
て
自
分
の
夢
や
興
味
が
あ
る

仕
事
と
向
き
合
い
、
仕
事
の
大
変
さ
や
、
や
り
が
い
を

見
つ
け
ま
し
た
。

矢祭中学校 2年生

２
日
間
の

挑
ち
ょ
う
せ
ん

戦
！

あとがき

　広報を作るのは初めて

なので、どうやるか迷っ

たけど写真を撮ったり、

人にインタビューしたり

といろいろなことをして

楽しかったです。僕はあ

まり広報を読んでいなか

ったので分からなかった

けど、広報の仕事を体験

して広報のことがよくわ

かったのでよかったです。

これからは広報を読んで

いきたいです。（隠田）
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職
場
体
験

　
　

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

中
学
２
年
生
が
将
来
の
夢
と
向
き
合
い
地

域
の
職
場
で
仕
事
を
す
る
表
情
を
写
真
に

お
さ
め
ま
し
た
。

そらの杜

昭和シェル㈱小室商店棚倉消防署　矢祭分署

やまつり幼稚園白河信用金庫矢祭支店金澤医院

矢祭自動車整備工場ともえ美容室

【体験先】

・すみれ美容室

・ともえ美容室

　髪の毛をセットしたりする

のが好きなので美容室を選び

ました。仕事をする中で髪の

毛を巻くのが難しく大変でし

たが、普段体験できない仕事

にふれることができとても楽

しかったです。

【体験先】

・棚倉消防署　矢祭分署

　体力に自信があったので消

防分署を選びました。ロープ

結束の方法が難しかったです。

体力が必要で、いつどんな災

害や救急があるか分からない

ので大変な仕事だと思いまし

た。

【体験先】

・矢祭町保育所

　将来の夢が保育士だったの

でここでの体験を少しでも生

かせればと思い保育所を選び

ました。保育士の仕事は子ど

もの世話をするだけでなく、

子どもの命を預かる仕事だと

思いました。

【体験先】

・金澤医院

　将来の夢に近づくために医

療関係を選びました。お年寄

りの言葉を聞き取って理解す

るのが大変でした。薬がたく

さんあって覚えるのが大変そ

うでした。

【体験先】

・矢祭自動車整備工場

・昭和シェル（株）小室正商店

　将来、車関係の仕事につき

たいと思いこの車関係の職場

を選びました。メーカーや車

種ごとに車に癖があるのでそ

れに対応するのが難しかった

です。

【体験先】

・昭和シェル（株）小室正商店

　お客様を接客するのが好き

なのでこの職場を選びました。

給油や洗車、配達などを体験

させていただきました。どの

仕事も簡単そうに見えるけど

実際は難しかったです。

金川　颯
さつき

希さん 石井　陽
ようへい

平くん 熊田　一
かずき

輝くん

将来の夢を見つめて
職場体験中の中学生にインタビュー
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金澤　　舞
まい

さん 小松　　陸
りく

くん 本多　里
り

奈
な

さん



　

平成２５年度　矢祭町敬老会

67

順位 氏　　　名 年 齢 大 字

① 片　野　ヲキイ 99歳 東　　舘

② 菊　池　　　信 99歳 東　　舘

③ 菊　池　イ　ク 98歳 関　　岡

④ 星　　　源　一 98歳 東　　舘

⑤ 鈴　木　雄　子 98歳 東　　舘

⑥ 髙　信　ヨ　シ 98歳 東　　舘

⑦ 長　岡　キ　チ 98歳 東　　舘

⑧ 本　田　三　郎 98歳 茗　　荷

⑨ 立　花　ヨ　シ 98歳 下関河内

⑩ 鈴　木　カ　ナ 97歳 東　　舘

（敬称略・生年月日順）
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町
民
の

交
流
と

体
力
向
上
を
は
か
る

矢祭町ハイキング教室

宮城県苅田郡蔵王町

蔵王連峰へ

　

９
月
１
日
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
通
し

て
自
然
の
豊
か
さ
・
素
晴
ら
し
さ
を

体
験
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
交
流

と
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
、
町
教
育

委
員
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
・
体
育

協
会
を
含
む
事
務
局
や
一
般
の
参
加

者
な
ど
約
１
２
０
名
参
加
の
も
と
、

宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
の
蔵
王
連
峰

に
お
い
て
、「
矢
祭
町
ハ
イ
キ
ン
グ

教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
参

加
者
が
集
合
し
バ
ス
３
台
に
分
か
れ

て
出
発
。
苅
田
岳
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
に
到
着
す
る
と
、
天
候
の
影

響
も
あ
り
平
地
と
は
気
温
差
が
あ
り
、

み
な
上
着
を
着
て
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
候
不
順
に
よ
り
眺
望
が

悪
く
ハ
イ
キ
ン
グ
は
当
初
予
定
し
て

い
た
熊
野
岳
ま
で
は
行
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
途
中
、
馬
の
背
付
近
で
昼

食
を
と
っ
て
い
る
間
に
周
辺
の
霧
が

晴
れ
、
参
加
者
が
一
番
見
た
い
と
願

っ
て
い
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

お
釜
を
見
る
こ
と
が
で
き
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
終
了
後
は
下
山
し

「
よ
ね
お
り
観
光
セ
ン
タ
ー
」
・
「
高

畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
を
見
学
し
帰
町
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
高
山
植
物
や
、
平
地
と
の
気

温
差
な
ど
多
く
の
自
然
を
体
験
し
、

体
力
づ
く
り
や
町
民
の
交
流
だ
け
で

な
く
、
自
然
を
全
身
で
体
感
す
る
な

ど
ハ
イ
キ
ン
グ
の
醍
醐
味
も
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

霧の中に出現したお釜

積み上がった石の前で 1枚 集合写真の中の 1枚

　

福
島
県
で
は
３
月
11
日
の
大
震
災

後
、
県
民
健
康
管
理
調
査
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
放
射
線
の
影
響
に
よ

る
健
康
管
理
を
行
う
た
め
、
現
時
点

で
の
甲
状
腺
の
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
を
見

守
り
、
本
人
や
保
護
者
の
方
に
安
心

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
23
年
10

月
か
ら
甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
矢
祭
町
で
も
下
記
の
日
程

で
検
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
（
東
日
本
大

震
災
）
の
時
点
で
矢
祭
町
に
居
住
し

て
い
た
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
方

（
平
成
23
年
７
月
１
日
ま
で
に
県
外

か
ら
矢
祭
町
に
転
入
さ
れ
た
方
も
含

む
）
具
体
的
に
は
、
平
成
４
年
４
月

２
日
〜
平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。

　

甲
状
腺
の
超
音
波
検
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
超
音
波
検
査
は
、
ゼ
リ
ー

を
つ
け
た
機
械
を
首
に
当
て
て
甲
状

腺
を
検
査
す
る
も
の
で
５
分
程
度
で

終
了
し
ま
す
。
痛
み
も
な
く
無
害
で

す
の
で
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
小
中
学
校
等
で
検
査
を

実
施
す
る
場
合
に
は
基
本
的
に
保
護

者
が
同
席
し
な
い
状
況
で
の
検
査
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
同
意
書

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
検
査
同

意
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
住
所

に
、
後
日
、
郵
送
に
よ
り
ご
回
答
し

ま
す
。
ま
た
デ
ー
タ
は
個
人
が
特
定

さ
れ
な
い
形
で
統
計
的
に
処
理
さ

れ
、
個
人
の
お
名
前
や
検
査
結
果
が

公
表
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

福
島
県
立
医
科
大
学

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
（
５
４
９
）
５
１
３
０

ま
た
は

矢
祭
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
７
（
４
６
）
２
０
９
７

　 施　設　名　 　検 査 日

山村開発センター　10月16日・11月19日

下関河内小学校　　10月18日

関岡小学校 　　10月18日

内川小学校 　　10月24日

矢祭中学校 　　10月24日

やまつり幼稚園　　10月28日

矢祭町保育所 　　10月28日

東舘小学校 　　10月29日

石井小学校 　　10月30日

甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
ま
す

対
象
者

検
査
方
法

問
い
合
わ
せ

実
施
日
程

道
路
上
の
支
障
木
伐
採
等

に
関
す
る
お
願
い

　

私
有
地
か
ら
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

枝
や
葉
は
、
土
地
所
有
者
が
適
正
に
維
持

管
理
す
る
定
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し

も
、
樹
木
等
が
原
因
で
歩
行
者
や
自
動
車

等
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
法
律
の
定

め
に
よ
っ
て
土
地
所
有
者
が
責
任
を
問
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
や
歩

道
上
へ
木
が
張
り
出
し
、
通
行
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
も
の
や
倒
木
や
枝
・
幹
落
下

の
危
険
性
が
あ
る
場
合
に
は
樹
木
の
伐
採

や
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

棚
倉
土
木
事
務
所

☎
０
２
４
７
（
３
３
）
３
１
３
１

矢
祭
町
役
場

事
業
課　

事
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
７
（
４
６
）
４
５
７
７

問
い
合
わ
せ

沿
道
に
土
地
を
お
持
ち
の
方
に
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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人
事
異
動
に
伴
い
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

平
成
25
年
６
月
10
日
付
け
の
矢
祭
町
役
場
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
農
業
委
員

会
事
務
局
で
も
担
当
者
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

片
野
惠
仁
事
務
局
長
が
自
立
総
務
課
長
と
な
り
、
後
任
の
事
務
局
長
に
は
髙

橋
竜
一
農
業
委
員
会
書
記
が
就
任
し
ま
し
た
。
同
時
に
鈴
木
幸
子
職
員
に
事
務

嘱
託
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新
た
な
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

前
体
制
か
ら
引
き
続
い
て
農
業
委

員
会
事
務
局
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

昨
今
、
農
業
を
巡
る
動
き
が
激
し
さ

を
増
す
中
で
、
農
業
委
員
会
が
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
農
業
委
員
会
活
動
を

モ
ッ
ト
ー
に
職
務
に
邁
進
い
た
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
、
農

業
委
員
会
事
務
局
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
鈴
木
幸
子
で

す
。

　

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
す
が
、
農
業

委
員
会
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

髙
橋
事
務
局
長
挨
拶

鈴
木
職
員
挨
拶

農
太
：
今
度
、
兄
さ
ん
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ね
。
新
し
く
家
を
建
て
る
ん
だ
っ
て
。

地
子
：
そ
れ
は
お
め
で
と
う
。
素
敵
な
新
居
に
な
る
と
い
い
わ
ね
。 

農
太
：
ち
ょ
う
ど
、
父
親
名
義
の
耕
作
放
棄
地
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
と
て
も
見
晴
ら
し
が
い

　

い
ん
だ
。
素
敵
な
家
が
出
来
る
と
思
う
な
。

地
子
：
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
耕
作
放
棄
地
で
あ
っ
て
も
農
地
に
家
を
建
て
る
た
め
に
は
農
業

　

委
員
会
へ
の
申
請
が
必
要
よ
。

農
太
：
そ
う
い
え
ば
、
聞
い
た
こ
と
あ
る
な
。
農
地
転
用
っ
て
い
う
ん
だ
っ
け
？

地
子
：
そ
う
よ
。
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
「
転
用
」
と
い
っ
て
、
県

　

知
事
が
許
可
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
。
そ
の
前
段
階
で
農
業
委
員
会
が
審
査
を
行

　

い
意
見
を
付
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
転
用
を
行
い
た
い
人
は
ま
ず
農
業
委
員
会
に

　

申
請
を
行
う
と
い
う
わ
け
。 

農
太
：
じ
ゃ
あ
、
早
め
に
申
請
を
行
っ
た
方
が
良
い
ね
。
ど
れ
く
ら
い
で
許
可
に
な
る
の
か

　

な
。

地
子
：
届
け
出
の
時
期
に
も
よ
る
け
ど
、
順
調
に
い
け
ば
１
ヶ
月
半
か
ら
２
ヶ
月
で
許
可
に

　

な
る
わ
。 

農
太
：
で
も
ま
あ
、
現
に
耕
作
放
棄
地
な
わ
け
だ
し
、
申
請
さ
え
す
れ
ば
許
可
は
出
る
よ
ね
。

地
子
：
そ
う
と
も
限
ら
な
い
の
よ
。
前
に
も
説
明
し
た
け
ど
、
農
地
法
は
農
地
を
農
地
と
し

　

て
活
用
す
る
た
め
の
法
律
だ
か
ら
、
農
地
以
外
の
目
的
に
転
用
す
る
場
合
に
は
色
々
な
制

　

限
を
設
け
て
い
る
の
。
現
況
が
耕
作
放
棄
地
で
あ
っ
て
も
、
優
良
農
地
と
し
て
活
用
で
き

　

る
余
地
が
あ
る
場
合
に
は
許
可
が
出
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
わ
ね
。 

農
太
：
色
々
な
制
限
が
あ
る
の
か
。
理
解
す
る
だ
け
で
難
し
そ
う
だ
ね
。 

地
子
：
自
分
で
勉
強
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
わ
ね
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
追
々
説
明
し

　

て
い
く
よ
う
に
す
る
わ
ね
。

農
太
：
よ
ろ
し
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ま
ず
は
地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
に
相
談
、
だ
ね
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
、
農
地
法
の
制
度
を

１
つ
取
り
上
げ
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

農
太
と
地
子
の
農
地
法
対
談

全
国
農
業
新
聞
購
読
の
ご
案
内

　

皆
さ
ん
は
「
全
国
農
業
新
聞
」
と

い
う
も
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
全
国

農
業
会
議
所
が
毎
週
金
曜
日
に
発
行

し
て
い
る
週
刊
紙
で
、
昭
和
27
年
か

ら
50
年
余
り
に
渡
っ
て
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

第
６
条
に
は
、
農
業
委
員
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
農
業

お
よ
び
農
民
に
関
す
る
情
報
提
供
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
全
国

農
業
新
聞
」
は
、
こ
の
役
割
を
果
た

す
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
発
行
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
農
業
政
策
の
解
説

や
、
全
国
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事

例
の
紹
介
な
ど
、
農
業
を
行
う
人
た

ち
に
役
立
つ
情
報
を
意
識
し
た
紙
面

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

購
読
料
は
月
額
６
０
０
円
。
サ
ン

プ
ル
と
な
る
紙
面
は
町
役
場
又
は
各

農
業
委
員
さ
ん
の
自
宅
に
あ
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

２
０
１
３
の
ご
案
内

農
業
経
営
の
確
立
、
発
展
を
目
指
す
農
業
者
を
対
象
と
し
た
各
種
講
座
の
御
案
内
で
す
。

参
加
は
全
て
無
料
。
今
年
が
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①法人設立・税務・労務

②業務能力向上と目標設定

③リスクマネジメントと労務管理

④複式農業簿記

⑤パソコン複式農業簿記

⑥消費税の基本と実務

⑦農業に関わる税制

⑧６次化実践シミュレーション

⑨農家レストラン等飲食店経営

⑩販売力向上のためのＳＮＳ活用術（基本編）

⑪販売力向上のためのＳＮＳ活用術（応用編）

⑫経営戦略とブランド化

⑬マネジメントゲーム

⑭戦略会計ＳＴＲＡＣ

⑮実地見学１～３

■講座概要

問
い
合
わ
せ

矢
祭
町
役
場

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
７(

４
６)

４
５
７
６

農
業
委
員
会
だ
よ
り



やまつり幼稚園
秋季運動会

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　

９
月
28
日
、
や
ま
つ
り
幼
稚
園
（
本
多
文
子
園
長
）
で
は
平
成
25
年

度
秋
季
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
東
舘
・
石
井
の
両
幼
稚
園
が
統
合
し
初
め
て
の
運
動
会
と
な

り
、
82
名
と
な
っ
た
元
気
な
園
児
た
ち
は
保
護
者
や
来
賓
の
方
の
声
援

を
受
け
、
精
一
杯
の
演
技
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
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石原　透
とうま

慎くん
（10月11日生まれ・内川）

　たくさん食べて大きくなっ
てね !!（父・母より） す

くくす
くく

満１歳

お誕生日おめでとう！！

盆
去
り
ぬ
古
き
写
真
を
捨
て
き
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

ウ
ニ
ア
ワ
ビ
マ
グ
ロ
の
盛
ら
る
良
夜
か
な

一
株
の
白
萩
の
城
広
が
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

く
つ
わ
虫
兵
の
足
音
近
づ
き
ぬ

里
祭
大
さ
わ
ぎ
し
て
帯
結
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

即
興
の
唄
を
囃
せ
る
踊
り
か
な

老
人
の
居
る
ら
し
軒
に
芋
茎
干
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

す
だ
く
音
や
人
の
気
配
に
音
を
止
め
る

推
敲
を
重
ね
か
さ
ね
て
虫
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

さ
り
げ
な
く
鬼
灯
活
け
て
憩
う
刻

秋
の
草
ど
れ
も
安
堵
の
彩
を
な
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

台
風
の
去
り
た
る
後
の
夕
茜

重
腸
や
色
よ
く
漬
か
る
香
の
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

幸
子

木
洩
れ
日
が
水
引
の
紅
探
し
当
て

目
覚
む
れ
ば
鶏
頭
燃
ゆ
る
夕
べ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

山
降
り
て
仏
舞
ひ
ゆ
く
花
野
か
な　

俳
句

ふ
き
の
芽
句
会

　

こ
の
本
は
、
私
も
幼
い
こ
ろ
母
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

久
々
に
、
こ
の
本
を
娘
に
読
み
聞
か
せ
な
が
ら
、
内
容
を
思
い
返
し
て
い
る
と
、

本
を
読
み
終
わ
る
頃
に
は
、
涙
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。　

さ
っ
ち
ゃ
ん
と
い
う
、
主
人
公
の
女
の
子
の
思
い
や
、
そ
の
子
の
母
親
の
思
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
改

め
て
素
敵
な
絵
本
だ
と
思
い
ま
し
た
。

娘
も
、
幼
い
な
が
ら
、「
さ
っ
ち
ゃ
ん
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
ね
。
偉
い
ね
。
」

と
自
分
と
主
人
公
を
重
ね
な
が
ら
聞
い
て
く
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
う
や
っ
て
、
母
か
ら
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
本
を
、
自
分
の
娘
へ
伝
え
る
こ

と
が
で
き
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
っ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
て

「
家う
ち
ど
く読

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館利用者

須　田　　萌
めぐみ

さん

　　　　　帆
ほのか

奏ちゃん

　　　　　琴
ことね

音ちゃん

（戸塚）

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―

著　

者　

田
畑
精
一

出
版
社　

偕
成
社　
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Ｈ

風
し
ん
予
防
接
種
等
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

保健だより

Ｃ
ｅａｌｔｈ

ｈｅｃｋ

　　

予
防
接
種
等
を
受
け
た
日
時
点
に

お
い
て
、
矢
祭
町
に
住
所
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
：
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て

　

い
る
19
歳
か
ら
49
歳
の
女
性

②
：
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫
（
婚

　

姻
関
係
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
婚
約

　

中
な
ど
事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る

　

と
認
め
ら
れ
る
方
）

※
次
に
該
当
す
る
方
は
対
象
外
と
し

　

ま
す
。

○
明
ら
か
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

　

と
の
あ
る
方

○
妊
婦
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能

　

性
の
あ
る
方

○
上
記
②
に
該
当
者
の
内
妊
婦
に
十

　

分
な
抗
体
が
あ
る
夫
等

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26

　

年
３
月
31
日
ま
で

※
抗
体
検
査
の
結
果
が
出
る
ま
で
に

　

日
数
を
要
す
る
の
で
助
成
を
希
望

　

さ
れ
る
方
は
３
月
上
旬
ま
で
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
医
療
機
関
（
必
ず
事
前
に
予
約

　

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
）

　

抗
体
検
査
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

　

用
の
一
部

○
風
し
ん
抗
体
検
査

　

１
回
に
限
り
上
限
額

　

６
，
０
０
０
円

○
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　

１
回
に
限
り
上
限
額

　

１
０
，
０
０
０
円

○
風
し
ん
予
防
接
種

　

１
回
に
限
り
上
限
額

　

７
，
０
０
０
円

※
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
前
に
、
抗

　

体
検
査
を
受
け
な
い
場
合
に
は
助

　

成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

①
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
）

　

又
は
町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

　

へ
接
種
（
検
査
）
の
申
請
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

（
風
し
ん
予
防
接
種
等
請
求
書
及

　

び
風
し
ん
予
防
接
種
等
済
証
を
交

　

付
し
ま
す
。
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

○
予
防
接
種
等
費
用
助
成
申
請
書　

　

（
窓
口
に
て
交
付
し
ま
す
。
）

○
印
鑑

○
妊
婦
の
夫
等
の
方
は
、
本
人
が
確

　

認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

　

健
康
保
険
証
等
）
及
び
母
子
健
康

　

手
帳

②
医
療
機
関
に
抗
体
検
査
の
予
約
を

　

し
て
抗
体
検
査
を
実
施
し
、
抗
体

　

検
査
費
用
を
医
療
機
関
で
支
払
う
。

※
交
付
し
た
予
防
接
種
済
証
の
抗
体

　

検
査
欄
に
、
医
療
機
関
か
ら
証
明

　

を
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

※
抗
体
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種
が

　

不
要
と
な
っ
た
方
も
、
抗
体
検
査

　

費
用
の
み
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
忘
れ
ず
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。

対
象
者

　９月の子育て講座は「プールあそび」の予定でしたが、

雨が降ってしまったため、和室で「新聞紙あそび」を行い

ました。今回はテーマを決めず、自由に作りました。子ど

も達はお家の人と一緒に、新聞紙にガムテープを貼ったり、

マジックで模様を描いたり、色をそめたりしていました。

出来上がると大喜びで、「みて、みて！」「できたよ！」と

作品を手にして嬉しそうでした。

　全員が完成してから、一人ずつどんなものを作ったか発

表しました。洋服、帽子、バッグ、お弁当、めがね、剣、にょ

ろにょろへびなど・・様々な作品ができました。どれも工

夫を凝らしたものばかりで、驚きと歓声があがっていまし

た。

　自由にというのもなかなか難しかったと思いましたが、

お子さんと相談したり協力したりしながら、みなさんが

着々と素敵な作品を作り上げていくのをみて、感心させら

れました。今回は身近な素材である新聞紙でも、色々作れ

て楽しめることをあらためて知っていただくことができ、

またお母さんやおばあちゃん達には、秘められた特技があ

ることが分かり、充実した講座となりました。

～新聞紙あそび～

　

町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る
「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
」
の

接
種
等
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
接

種
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
期
間

接
種
場
所

助
成
額

申
請
か
ら
助
成
ま
で
の
流
れ

③
抗
体
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種
が

　

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
予
防

　

接
種
を
実
施
し
、
予
防
接
種
費
用

　

を
医
療
機
関
で
支
払
う
。

※
交
付
し
た
予
防
接
種
済
証
の
予
防

　

接
種
欄
に
、
医
療
機
関
か
ら
証
明

　

を
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

④
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
保
健
師
又
は

　

役
場
町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

　

窓
口
へ
助
成
金
の
請
求
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
請
求
に
必
要
な
も
の
】

○
口
座
振
替
依
頼
書
兼
支
払
い
請
求
書

○
領
収
証　

○
印
鑑

○
予
防
接
種
済
証
（
医
師
か
ら
証
明

　

さ
れ
た
も
の
）　

○
通
帳
（
振
込
希
望
口
座
）

○
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30

　

日
ま
で
に
、
抗
体
検
査
や
予
防
接

　

種
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
も
助
成

　

の
対
象
と
し
ま
す
の
で
、
山
村
開

　

発
セ
ン
タ
ー
保
健
師
又
は
町
民
福

　

祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ
で
申
請
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
今
回
の
予
防
接
種
は
、
任
意
接
種

　

で
あ
り
、
法
律
上
の
接
種
義
務
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
概
ね
２
か
月

　

間
は
避
妊
が
必
要
で
す
。

○
ご
不
明
な
点
は
、
担
当
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
保
健
師

☎
０
２
４
７
（
４
６
）
２
０
９
７

町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
７
（
４
６
）
４
５
７
３

そ
の
他

問
い
合
わ
せ

カ

ン

ガ

ル

ー

く

ら

ぶ



授業を行う白石範孝筑波大附属小教諭

運転に気をつけて！
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　秋の全国交通安全運動初日の 9月 21 日、交

通安全協会矢祭支部（鈴木克昭支部長）主催に

よる交通安全祈願祭が関岡字小坂地内の交通守

護観世音菩薩像前で行われました。

　町長は挨拶で「悲惨な交通事故がなくなりま

すよう皆様の力を精一杯貸していただきたい」

と挨拶しました。終わりに交通死亡事故 1000

日をまた新たな気持ちで目指すことを誓い、参

加者全員で交通安全祈願の黙祷をささげまし

た。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
を
目
指
し
て

夢
育
つ
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
て

講演する長沢教授

　9月 21 日、町教育委員会主催の統合小学校

づくりを考える講演会がユーパル矢祭を会場に

東洋大学理工学部　長澤悟教授を迎え開かれま

した。

　長澤教授は「みなの思いを形にしていく」「み

んなの学校をみんなでつくる」など学校づくり

の目標や計画について語り、町が平成 28 年 4

月に開校を目指す統合小学校への具体的な指針

を示す講演会となりました。

さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待

激励金を受けた金沢さんと齋藤さん

　9月 19 日、若鮎チャレンジサポート事業激

励金交付式が役場町長室にて行われ、「農業情

報処理競技」で全国大会に出場した齋藤公見さ

ん（修明高 3年）と東北高校新人陸上競技選手

権大会に出場する金澤洸輝さんに代わって父・

信之さんに激励金が交付されました。町長は２

人の活躍に対しねぎらいの言葉を述べるととも

に、さらなる飛躍を願い激励の言葉を述べまし

た。

青木さんのお手本を見る高齢者

　9月 18 日、平成大学第４回学習講座が山

村開発センターで行われました。今回の講座

では講師に第２回矢祭町手づくり絵本コン

クールにおいて最優秀賞に輝いた青木典子さ

んを招き、絵手紙の講義を受け完成作品を添

えて「2014 年私のカレンダー」作りを行い

ました。

　参加した高齢者は、青木さんの説明を聞き

リラックスした様子で心を込めて絵手紙を描

き、思い思いの作品を作りあげていました。

自
分
だ
け
の

　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

伝
統
の
石
井
神
社
祭
典

　9月 22 日、中石井青年会（菊池洋行会長）

では中石井の石井神社境内において石井神

社祭典（通称「権現様」）を開催しました。

　祭では、境内に土俵が設けられ、小さな

子どもから小学校 6年生を対象にした子

ども相撲が行われるなど、観戦をしようと

訪れた方たちが集まり、夕方からは豊年踊

りも行われ、たくさんの方が秋祭りを楽し

んだ 1日となりました。

相撲を楽しむ子どもたち

　9月６日、矢祭町学力向上推進事業全体研修会

が石井小学校を会場に開かれました。

　研修会には筑波大附属小学校教諭の白石範孝先

生を迎え、石井小学校の 6年生を対象に説明的

文章の読解力を育むための国語の授業が行われま

した。

　また、その後「論理的に思考する『考える』授業

づくり」という演題で教職員を対象に講演会も行

われました。「活用する力」が問われる今、先生方も

授業改善に向けて真剣に聴き入っていました。

論
理
的
に
考
え
る
授
業

交
通
安
全
に
県
境
な
し

　9月 25 日、茨城県大子町と矢祭町の県

境の国道118号沿いにおいて大子町・矢祭

町交通安全合同テント村が行われました。

町長は「交通安全に県境はありません。大

子町と矢祭町で協力して交通事故ゼロを目

指したいと思います」と挨拶しました。

　テント村では国道118号の両側から車を

止めて、交通安全啓発のチラシや反射材が

ついたキーホルダーなどを配布し、秋の全

国交通安全運動期間中の無事故を願いまし

た。

祈願祭のようす
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福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員

会
で
は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お

け
る
賃
金
や
勤
務
時
間
な
ど
の

労
働
条
件
、
解
雇
、
退
職
等
に

関
す
る
労
使
間
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
、
平
日
で
は
ご
相
談
が

困
難
な
労
働
者
や
使
用
者
の
た

め
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
張
相
談
会

◆
会
場
・
日
時

県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　

10
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

10
月
27
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
お

　

り
ま
す
。
（
予
約
は
問
い
合

　

わ
せ
先
へ
お
願
い
し
ま
す
。
）

休
日
電
話
相
談
会

◆
日
時

　

10
月
26
日
（
土
）
〜

　

10
月
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

◆
電
話

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

福
島
市
中
町
８
‐
２
（
福
島

　

県
自
治
会
館
４
階
）

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

　

E
-m
a
il　

ro
u
d
o
u
so
u
d
a
n

　

@
p
re
f.fu
k
u
sh
im
a
.lg
.jp

　

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
高
校
生
奨
学
助
成
金
制
度

は
、
子
育
て
支
援
と
生
徒
の
勉

学
奨
励
・
学
力
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
年
２
万
円
を

高
校
在
学
中
に
限
り
、
支
給
す

る
も
の
で
す
。

◆
助
成
対
象
者

　

町
に
１
年
以
上
居
住
し
、
高

校
入
学
後
お
よ
び
進
級
後
６
ヶ

月
が
経
過
し
て
い
て
、
10
月
１

日
現
在
、
高
校
に
在
学
し
て
い

る
生
徒
の
保
護
者
で
す
。

◆
助
成
の
支
給
を
受
け
る
場
合

　

次
の
書
類
を
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
高
校
生
奨
学
助
成
金
交
付

　

申
請
書

２
．
10
月
１
日
以
降
の
在
学
証

　

明
書

◆
提
出
期
限

　

10
月
31
日
（
木
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

矢
祭
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）４
５
８
０

　

Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
株
）
髙
田
芳
行
会
長

の
寄
附
に
よ
り
創
設
し
た
「
髙

田
基
金
」
を
運
用
し
、
実
施
し

て
い
る
「
矢
祭
若
鮎
チ
ャ
レ
ン

ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
奨
学
助
成

金
制
度
の
申
請
を
10
月
か
ら
受

付
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
内
の
生
徒

の
勉
学
の
奨
励
と
学
力
向
上
を

図
る
た
め
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
・
専
修
学
校
・
短
期
大

学
へ
進
学
す
る
生
徒
に
奨
学
助

成
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

◆
助
成
対
象
者

　

大
学
等
に
入
学
し
た
生
徒
の

　

保
護
者
で
次
に
該
当
す
る
方

　

で
す
。

１
．
矢
祭
町
に
引
き
続
き
１
年

　

以
上
居
住
す
る
者
で
あ
る
こ

　

と
２
．
世
帯
全
員
の
前
年
の
収
入

　

が
５
０
０
万
円
未
満
で
あ
る

　

こ
と

３
．
世
帯
全
員
が
町
税
等
を
滞

　

納
し
て
い
な
い
こ
と

◆
助
成
金

　

入
学
時
１
回
限
り
20
万
円
と

し
、
支
給
を
受
け
る
人
員
は
10

名
を
限
度
と
し
ま
す
。
申
請
者

が
10
名
を
超
え
た
場
合
は
世
帯

収
入
の
低
い
順
か
ら
と
し
ま
す
。

◆
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
場

　

合

　

入
学
後
６
ヶ
月
を
経
過
し
た

後
に
、
次
の
書
類
を
教
育
委
員

会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
奨
学
助
成
金
交
付
申
請
書

２
．
入
学
後
６
ヶ
月
を
経
過
し

　

た
以
降
の
在
学
証
明
書

３
．
世
帯
全
員
の
前
年
の
収
入

　

を
証
明
で
き
る
書
類

４
．
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

◆
提
出
期
限

　

10
月
31
日
（
木
）

※
申
請
書
は
町
教
育
委
員
会
教

　

育
課
に
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
飼
い
犬
の
フ
ン
に
対

す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

散
歩
の
際
に
は
袋
と
ス
コ
ッ
プ

を
持
ち
必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰
る

よ
う
に
し
、
飼
い
主
と
し
て
の

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

矢
祭
町
役
場　

町
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）４
５
７
４

社会を明るくする運動…人権尊重の輪を広げましょう 社会を明るくする運動…考えよう相手の気持ち

　

つ
つ
が
虫
病
と
は
、
病
原
体

を
保
有
す
る
つ
つ
が
虫
の
幼
虫

に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
経
皮

感
染
す
る
急
性
感
染
症
で
す
。

つ
つ
が
虫
病
は
10
月
〜
12
月
に

か
け
て
集
中
し
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

山
菜
狩
り
や
農
作
業
等
で
山

林
や
農
耕
地
に
入
る
時
は
、
必

ず
ゴ
ム
長
靴
、
ゴ
ム
手
袋
、
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
素

肌
の
露
出
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
む
や
み
に
衣
類
を
草
む

ら
に
置
い
た
り
、
地
面
に
腰
を

下
ろ
し
た
り
、
寝
転
ん
だ
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
帰
宅
後
は
、

必
ず
入
浴
し
体
を
洗
い
流
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
着
替
え
も
大

切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
医
療

　

事
課
感
染
症
予
防
チ
ー
ム　

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）６
４
０
５

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
40
年
の
間
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
制

度
で
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
や
、
届
出
を

忘
れ
た
こ
と
で
国
民
年
金
の
資

格
期
間
が
な
い
場
合
は
、
年
金

の
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
過
去
１
０
年
ま
で
に
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
は
、

後
納
制
度
を
利
用
す
る
と
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
を
過
去
２
年
間
か
ら
10
年

に
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、
納

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
保
険
料
が

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
す
が
、
後
納
制
度
が
利
用

で
き
る
の
は
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
で
す
の
で
、
後
納
制
度

を
利
用
す
る
方
は
早
め
の
お
申

込
み
が
大
切
で
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
や
、
65

歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
後

納
制
度
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
は
事
前
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
後
納

保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
期
間
を

審
査
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
に

よ
っ
て
は
後
納
制
度
を
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
は
、
左
記
「
国
民
年
金
保

険
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

(h
ttp
://w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
)

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
か
ら
後
納
制
度

を
利
用
で
き
る
期
間
が
確
認
で

き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

　

ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

　

企
業
と
来
春
卒
業
予
定
の
高

校
生
を
対
象
に
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。
人
材
を
求
め
る

企
業
と
就
職
を
希
望
す
る
高
校

生
が
一
堂
に
会
し
直
接
対
話
で

き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
新
規

高
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
ご
検

討
い
た
だ
き
、
面
接
会
に
是
非

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
22
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

（
企
業
受
付
午
後
１
時
）

◆
場
所

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

　

（
Ｊ
Ｒ
新
白
河
駅
前
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

　

新
卒
者
就
職
応
援
窓
口

　

☎
０
２
４
８（
２
４
）１
２
５
６

　

10
月
21
日(

月)

〜
27
日(

日)

の
１
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
・
特
殊

法
人
等
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦

情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配

な
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ

の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の

で
す
。

　

矢
祭
町
で
は
、
行
政
相
談
週

間
中
に
次
の
場
所
で
「
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
矢
祭
町
担
当

の
行
政
相
談
員
は
、
「
金
澤
正

樹
」
さ
ん
で
す
。

◆
日
時

　

10
月
17
日
（
木
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所  

　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

　

２
階
（
第
３
会
議
室
）

労
使
困
り
ご
と
無
料

相
談
会
の
お
知
ら
せ

行事＆
　　お知らせ

情報局情報局

高
校
生
奨
学
助
成
金
の

お
知
ら
せ

大
学
等
奨
学
助
成
金

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

飼
い
主
と
し
て
の

マ
ナ
ー
守
り
ま
し
ょ
う

つ
つ
が
虫
病
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
納
付
可
能

期
間
の
延
長
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
新
規
高
卒
者

就
職
面
接
会
の
お
知
ら
せ

秋
の
行
政
相
談
会
の
開
設
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◆矢祭町内件数
（平成25年１月１日～９月１３日）

火災件数　　７件
救急出動　１３０件

「火事・救急・救助は１１９番」

　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　TEL ４６―２１１９

人の動き

人　口 ６，３２９人 （＋ 4）

男 ３，１０２人 （＋ 5）

女 ３，２２７人 （－ 1）

世　帯 ２，０８１世帯 （－ 3）

９月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

菊池　理
り

來
く

９/11 宏昌・幸恵 内　川

藤田　大
だいき

生 ９/14 仁生・裕子 戸　塚

松浦　真
まひろ

大 ９/16 賢吾・雅美 戸　塚

鈴木　　昊
こう

９/17 照美・知章 茗　荷

冨永大
た

維
い

志
し

９/17 久志・友美 大　垬

蓑田　大
はると

翔 ９/ 20 耕治・淑子 下関河内

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区

吉田　靜子 86 信二 ９/ ２ 内　　川

飯村　操子 88 清司 ９/ ４ 東　　舘

古張　ミチ 95 光子 ９/ ５ 関　　岡

菊池　宣勝 83 勝美 ９/ ８ 戸　　塚

甕　よし子 61 渉 ９/ ８ 上関河内

佐川　ハツ 95 道夫 ９/ 12 中 石 井

滑川　靜江 89 徳寿 ９/ 13 上関河内

陳野美枝子 96 孝夫 ９/ 14 宝　　坂

菊池　吉郎 53 利次 ９/ 15 高　　野

寺島　リン 89 講次 ９/ 21 東　　舘

檜山　　清 87 道男 ９/ 28 山　　下

柴田　文平 90 れい子 ９/ 29 山　　下

●お悔み申し上げます

●あとがき
☆今回、中学生の職場体験を取材さ
せていただきました。自分が中学生
のとき、こんなにも自分の夢や将来
のことと真剣に向き合うことができ
ていただろうかと取材を通して考え
させられました。☆今年も早いもの
で残り３ヶ月を切りました。私も今
年中に広報担当として何かヒントを
つかみ、より良い広報やまつりが作
れるよう努力を重ねたいと思いま
す。（龍）

で
き
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
品
切
れ
の
際

は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

矢
祭
町
役
場　

自
立
総
務
課

　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）３
１
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
４
７（
４
６
）３
１
５
５

　

福
島
県
産
の
農
林
水
産
物
や

加
工
品
を
積
極
的
に
販
売
・
使

用
し
、
福
島
を
応
援
し
て
い
る

「
が
ん
ば
ろ
う　

ふ
く
し
ま
！

応
援
店
」
で
買
っ
て
、
食
べ
て
、

飲
ん
で
、
レ
シ
ー
ト
３
０
０
０

円
分
で
応
募
す
る
と
温
泉
旅
館

ペ
ア
宿
泊
券
や
シ
ク
ラ
メ
ン
な

ど
、
総
額
１
０
０
万
円
、
合
計

１
１
５
５
本
の
「
ふ
く
し
ま
の

恵
み
」
が
当
た
る
、
「
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
プ
レ
ゼ
ン
ト
フ
ェ
ア
」

が
、
こ
の
秋
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
応
援
が
、
ふ
く
し

ま
の
農
林
水
産
業
の
復
興
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

　

９
月
21
日(

土)

〜

　

11
月
４
日
（
月
）

※
応
募
は
11
月
９
日(

土)

の

　

消
印
有
効

◆
応
募
方
法

　

「
が
ん
ば
ろ
う　

ふ
く
し
ま
！

　

応
援
店
」
で
福
島
県
産
食
品

　

・
加
工
品
な
ど
の
購
入
や
、

　

宿
泊
施
設
、
飲
食
店
を
利
用

　

し
た
レ
シ
ー
ト
（
コ
ピ
ー
不

　

可
）
を
応
募
用
紙
に
貼
付
し
、

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
封
書

　

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
合

　

計
３
０
０
０
円
を
一
口
と
し

　

て
、
お
一
人
様
何
口
で
も
応

　

募
可
。

◆
主
催

　

福
島
県
農
産
物
流
通
課

◆
応
募
先
・
お
問
い
合
せ

　

〒
９
６
３
‐
０
２
０
２

　

福
島
県
郡
山
市
柏
山
町
３
番
地

　

「
が
ん
ば
ろ
う　

ふ
く
し
ま
！

　

応
援
店
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
フ
ェ

　

ア
事
務
局
宛

　

☎
０
２
４（
９
６
１
）９
６
３
０

　秋の行楽期、農繁期を迎え、家を留守にする機会が多くなります。

留守家庭などからの出火防止を図るため、次のことに注意しましょう。

●外出前にはコンロなど火の元の確認を忘れずに行いましょう。特に

　使用しない電気コードをコンセントから抜くことも大切です。

●倉庫、物置、車庫など、人気のない場所は放火されやすいため、施

　錠をきちんと行いましょう。また、建物の周囲に燃えやすい物を置

　かないようにしましょう。

社会を明るくする運動…みんなの絆は地域の絆・地域の絆は町の力

※広報紙下欄の標語は、人権啓発運　
　動及び社会を明るくする運動を展　
　開しているものです。

「留守中の火災に注意しましょう」

　

配
偶
者
が
退
職
し
た
場
合
な

ど
は
、
国
民
年
金
の
切
り
替
え

の
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、
届

出
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
す
で
に

保
険
料
の
納
付
期
限
が
経
過
し

た
た
め
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期

間
に
つ
い
て
は
、「
特
定
期
間
該

当
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
受
給
資
格
期
間
に
算
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

受
給
資
格
期
間
が
25
年
を
満

た
す
こ
と
な
く
年
金
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
も
、
こ

の
届
出
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を

満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、

届
出
以
降
の
年
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

は
特
例
追
納
が
は
じ
ま
り
、
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
白
河
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
白
河
年
金
事

　

務
所

　

☎
０
２
４
８（
２
７
）４
１
６
１

　

県
立
石
川
養
護
学
校
の
学
校

祭
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
障
害
の
あ
る
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
児
童
生
徒
が
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
を

行
い
ま
す
。
ま
た
中
学
部
や
高

等
部
の
生
徒
た
ち
が
、
作
業
学

習
で
製
作
し
た
作
品
の
展
示
販

売
会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

　

10
月
26
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
35
分

◆
場
所

　

県
立
石
川
養
護
学
校

◆
そ
の
他

　

お
出
か
け
の
際
は
、
上
履
き

　

又
は
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

　

食
堂
は
用
意
し
て
あ
り
ま
せ

　

ん
の
で
、
昼
食
は
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

福
島
県
立
石
川
養
護
学
校

　

教
頭
ま
で

　

☎
０
２
４
７（
２
６
）５
５
４
４

　

白
河
商
工
会
議
所
で
は
、
県

南
地
域
で
事
業
を
営
む
方
の
経

営
の
悩
み
を
解
決
す
る
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時　

　

10
月
12
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

（
午
後
３
時
30
分
受
付
終
了
）

◆
場
所　

　

白
河
商
工
会
議
所

◆
対
象

　

県
南
地
域
で
事
業
を
営
む
中

　

小
企
業
等

◆
内
容

　

経
営
・
創
業
・
法
律
・
特
許

　

・
登
記
・
労
務
・
労
働
・
Ｉ

　

Ｔ
・
金
融
・
税
務
等

　

専
門
家
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
経

　

営
課
題
に
対
応
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

白
河
商
工
会
議
所

　

中
小
企
業
相
談
所

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）３
１
０
１

　

※
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
。

　

新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の

方
、
平
成
23
年
３
月
以
降
に
卒

業
し
て
、
現
在
就
職
活
動
を
し
て

い
る
方
を
、
対
象
に
、
正
社
員

で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

　

11
月
６
日（
水
）

　

福
島
・
二
本
松
地
区
の
企
業

　

40
社
参
加
予
定

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

午
後
12
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

合
同
就
職
面
接
会

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
開
催
場
所

　

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

◆
問
い
合
わ
せ　

　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）０
４
６
６

◆
開
催
日
時

　

11
月
25
日（
月
）

　

県
内
の
若
者
応
援
企
業
60
社

　

参
加
予
定

　

就
職
セ
ミ
ナ
ー　

　

午
前
11
時
〜
午
前
11
時
40
分

　

合
同
就
職
面
接
会

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
開
催
場
所　

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ

　

ク
ス

◆
問
い
合
わ
せ　

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４（
５
２
９
）５
３
９
６

◆
そ
の
他　

①
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間

　

前
に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上

　

で
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

町
統
計
調
査
員
協
議
会
で
は

２
０
１
４
年
の
「
県
民
手
帳

（
５
０
０
円
）
」「
県
勢
要
覧
（
１
，

５
０
０
円
）」
に
つ
い
て
、
予
約

を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
役
場
自
立
総
務
課

に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
、
直
接

来
庁
し
申
込
み
願
い
ま
す
。
引

き
渡
し
は
現
金
引
換
で
10
月
30

日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
役
場
窓

口
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
予

約
さ
れ
た
方
は
忘
れ
ず
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
10
月
30

日
以
降
は
予
約
な
し
で
も
購
入

平成２５年度全国統一防火標語

「消すまでは　こころの警報　ＯＮのまま」

厚
年
法
等
改
正
法
に
か
か
る

特
定
期
間
化
に
つ
い
て

石
川
養
護
学
校

「
石
養
ま
つ
り
」
開
催

震
災
復
興

経
営
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会
開
催

「
ふ
く
し
ま
の
恵
み
」
を

当
て
よ
う
‼

「
県
民
手
帳
」「
県
勢
要
覧
」

予
約
受
付
開
始

今

月

の

納

税

●
町
県
民
税　
　
　

３
期

●
国
民
健
康
保
険
及
び
介
護
納
付
金　

５
期

●
介
護
保
険
料　
　

５
期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

３
期

※
口
座
振
替
日
・
納
期
限

　
　
　
　

10
月
31
日
（
木
）



日 月 火 水 木 金 土

10/6 ７ ８寒露 ９ 10 11 12
●運動教室体力測定

　山開（13：30～ 14：00）

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

● 1歳6ヶ月児健診

　山開（13：00～ 13：15）

○あらまちクリニック☎33―8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14体育の日 15 16 17十三夜 18統計の日 19

●運動教室

　スイ（10：00～ 11：00）

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

○和田医院☎33―2012 ○東舘診療所☎46―3165 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20土用 21 22 23 24国連の日 25 26原子力の日
●3ヶ月児健診

　塙（受付 13：30～ 13：40）

●親子ビクス

　山開（10：30～ 11：30）

●運動教室

　スイ（10：00～ 11：00）

○木村医院☎46―3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 31 11/1 ２
●運動教室

　スイ（10：00～ 11：00）

●第42回矢祭町文化祭

　（～3）

○金澤医院☎46―2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

３文化の日 ４振替休日 ５ ６ ７立冬 ８ ９119番の日

●運動教室

　スイ（10：00～ 11：00）

●子宮がん・骨粗

　鬆症検診

　山開（9：00～ 10：00）

●３歳児健診

　山開（受付 13：00～ 13：15）

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

●秋季全国火災予防運動

　（～15日）  

 

○東白川中央医院☎33―3263 ○おおひら整形外科クリニック☎33―9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ当

当

当

当

当

当

当
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　「お客さんから聞く、おいしかったよ、という言葉が

作る張り合いになりますね」と食べ物作りの楽しさをう

れしそうに語ってくれた鈴木良江さん。「孫の子守りと

畑仕事の合間に作るのでなかなか作りたいときに作れな

いんですが、年間を通して出せるようにしています」と

日々の生活の充実感もお話の中から聞くことができまし

た。

　今回、ご紹介する一品は「つきたてもち」です。

もち米は鈴木さん宅の田んぼで栽培し、もちへと加工。

これからだんだんと寒くなる季節やちょっとしたおやつ

としてもぜひ食べたい一品。皆さん、ぜひご賞味くださ

い。

◆問い合わせ　

　☎ 0247（46）3719（鈴木）　矢祭町大字下石井

今
月
の

一
品

～腹持ちがよくおやつにもピッタリ～

つきたてもち

いっぴん

月
情報
カレンダー

〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院 スイ…スインピア矢祭

当
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